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DASY8システム
・全世界でおよそ550台以上が稼働

・SPEAG社はすべての主要なSAR

標準委員会に参画

- DASYシステムリリース歴 -

1998年：DASY3 （鉛直方向走査）
2002年：DASY4 （測定面に対して垂直に測定）
2007年：DASY5 （ロボット世代交代：RX→TX）
2010年：DASY52  （複数周波数評価等追加）
2017年：DASY6 （電力密度測定可能）
2020年：DASY8 （ロボット世代交代：TX→TX2）
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Module SAR/APD(6-10GHz)
・4MHz～10GHzのSAR/

および6-10GHz吸収電力密度
(APD: Absorbed Power Density)
測定に対応

対象プローブ：EX3DV4（溶液用）他

溶液：HBBL600-10000V6

ファントム：SAM Twin, Flat 他

各種ダイポールアンテナ(300MHz-
10GHz)による検証
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Module mmWave
・6GHz～110GHzの入射電力密度
（IPD: Incident Power Density)測定
に対応

対象プローブ：EUmmWVx （空間用）

溶液：不要（空間電界測定）

ファントム：mmW用（発泡台+吸収体）

各種検証ユニット：ホーンアンテナ
(10GHz-90GHz)による検証
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測定準備（6～10GHz吸収電力密度）
・準備① 溶液：対象溶液を以下の基準値より10%未満で調整

・準備② 校正：プローブが対象となる周波数で校正されていること

校正周波数：6.5GHz,7GHz,8GHz,9GHz （中心周波数）

校正帯域 ：±700MHz(typically)
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測定準備（6～10GHz吸収電力密度）
・準備③ システム検証：ダイポールを用いてデータを取得・検証

・psSAR ：最大空間平均SAR(W/kg @ 1g, 8g, 10g)

・psAPD（SAR）：最大空間平均（ 円 ）吸収電力密度（W/m2 @1cm2, 4cm2）

・psAPD（sqr） ：最大空間平均（正方形）吸収電力密度（W/m2 @1cm2, 4cm2）
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測定手順（6～10GHz吸収電力密度）
・測定方法：6GHｚ以下でのＳＡＲ測定方法を適用

STEP1：Area Scan（平面走査）で最大SARを測定

する位置を決定

STEP2：STEP1で決定した位置でZoom Scan

（立体走査）

STEP3：STEP2の走査で得られたデータより

SAR,APDを演算
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不確かさについて（6～10GHz吸収電力密度）
・System Checkにおける不確かさ
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不確かさについて（6～10GHz吸収電力密度）
・Assessmentにおける不確かさ
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ご静聴ありがとうございました。
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